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208 帯 状 電 極 に よ る サ ブ マ
ージ ア

ー
ク 溶 接 法 の 研 究 （オ 尋 報 ）

1 　 ま え が き　 　 　
’

　 前 報 で の 竃 極 形 状 の 検 討 よ り 電 極 厚 さ を 1．2 闘

と し 巾 ／ 厚 比 の 小 さ な 帯 状 竃 極 に よ り ， ト ラ ン ス

バ
ー

ス 位 置 に て 各 橦 継 手 の 高 能 率 溶 接 の 実 鹸 を 行

つ た の で そ の 結 果 を 報 告 す る 。

　 2 　 実 鹸 の 方 法

　 L2 × 8 ，11 ．15 ，20 ，25as の 長 方 形 断 画 を も つ

帯 状 電 極 （以 下 　 R θ ctr ・ de 　 と 呼 ぶ ）を 試 作 し

て 各 種 継 手 の 溶 接 を 行 つ た 。 実 顱 装 置 は 2 電 極 溶

接 機 を 使 用 し ，電 源 は 交 流 垂 下 特 性 ，

　 5 　 実 験 結 果

　 図 1 に 60 °

溶 込 み が 深 く洋 梨 形 の 溶 込 み 形 状 で あ る が ，
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図 1 高 電 流 溶 接 の 溶 込 み 形 状

制 御 は 竃 圧制 御 方 式 を 採 用 し た 。

　 　 　 　 　 　 　 V 開 先 の 溶 接 ビ
ー ド を 比 較 し た 結 果 を 不 す 。 丸 線 法 で は ビ

ー
ド 巾 が 狭 く ，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 レ ク ト ロ
ー

ド 法 で は ビ
ー

ド 巾 が 広 く な り良 好

な 形 状 を 示 し て い る ・ レ ク ト ロ
ー

ド で は 母 材 に 入 る ア
ー

ク 熱 が 分 散 さ れ て
， 開 先 面 に そ つ

て 長 く 広 が つ て い る と 考 え ら れ る ・ 他 の 溶 接 ビ ー ド を 観 票 す る と ， ビ
ー

ド 巾 は 電 極 の 巾 よ

り 8 〜 lDua 広 く ，
ビ

ー
ド 巾 を 広 くす る に は 電 極 巾 が 効 果 的 で あ る こ と が 分 つ た 。

　 表 1 は 従 来 の 各 種 丸 線 電 極 と レ ク ト ロ
ー

ド の 便 用 電 流 範 囲 を 比 較 し た も の で ，断 面 積 は

ほ ぼ 同 じ で も 使 用 で き る 電流 範 囲 は 高 く L5 〜 2 倍 に 増 加 し て い る Q レ ク ト ロ
ー ド で は 溶

込 み が 浅 い の で ，丸 線 よ り高 い 電 流 密 度 で 溶 接 す る こ と が 可 能 で あ り ，し た が つ て 浴 融 量

も 多 く な り高 能 率 な 溶 接 法 と な る 。 図 2 は 各 橦 サ イ ズ の 電 極 溶 融速 度 を 示 す 。 丸 線 お よ び

各 サ イ ズ の 差 異 は 断 面 の 増 加 も あ る が 電 流 密 度 の 影 響 が 大 き くあ ら わ れ て い る 。

表 1 　 丸 線 法 と レ ク ト ロ
ー

ド 法の 電 流域 の 比較
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　 ま た 電 極 の 厚 さ が L2UZ の レ ク ト ロ

ー ド で は 曲 げ モ
ー

メ ン ト が 小 な の で ，

電 極 断 面 積 が 大 に な つ て も送 給 抵 抗 が

少 く て す み 丸 線 の よ う に 大 き な モ
ー

タ

を 必要 と し な い 点 も有 利 で あ ろ う 。

　 4 　 す み 肉 溶 接 の 結 果

　悩 3 に す み 肉 溶 接都 の マ ク ロ 組 幟 を

示 す 。
ビ ー ド 形 状 が 平 滑 で な じみ が よ

く 圧 延 材 の よ う な 外 観 が 得 ら れ て い る ・

溶 接速 度 が 早 く て も ビ ー ド 中央 部 が 尖

ら な い の で す み 肉 溶 接 に 適 す る 方 法 と
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図 3 　 すみ 肉溶接 の

　 　 ビ
ー ド形 状
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 考 え ら れ る Q 電 極 巾 を

　 e 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 広 くす る と 大 脚 長 の す
　 0　　　　　200 　　　　 4「，「　　　　：⊃．　　　　 6UO 　　　 1000 　　　　　1200 　　　 14UO 　　　甘evg 　　　 l6uO 　　　 記口oq

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ．δ IE 電 tlL 　 A・c　 CA）　 　 　 　 　 　 　 み 肉 溶 接 が 単 憎 で 溶 接

　 　 図 2 　 レ ク ト ロ ー ド法 に お け る 電 極 溶融 速 度 （A ・σ ）　 　 　 　 す る こ と が で き た ほ か

水 平 す み 肉 溶 接 で も 同 様 な 特 徴 が あ る、、 溶 接 速 度 は 丸 線 の L ．5 〜 2 倍 で あ つ た 。

　 5 　 突 合 せ 継 手 の 溶 接

　 開 先 角 を も つ 突 合 せ 継 手 は す で に 図 1 で 示 し た よ う に 竃 極 巾 が 有 効 な の で ，開 先 の 肩 を

溶 か す 結 果 と な り 溶 接 速 度 を 早 く し て も 逆 冨 士 山 杉 の 浴 込 み 杉 状 が 作 ら れ ，収 稲 ワ レ の な

い 溶 接 部 が 得 ら れ る 。 図 4 は V 開 先 　 Y 開 先 　 X 開 先 　 の 突 合 せ 継 手 に つ い て 丸 線 法 と溶

接 速 度 を 比 較 した 結 果 で あ る 。 」 5 〜 2 倍 の 溶 接 速 度 が 得 ら れ て い る 。

　 ま た 単 電 極 の レ ク ト ロ
ー ド法 で は 38 棚 の 板 厚 の 笑 合 溶 接 が 両 面

一 1曽 で 完 成 す る 。 2 電

極 で は 100 ・nv 厚 の X 開 先 を 両 面
一

丿曽 で 溶 接 し て 良 好 な 作 業 性 と 結 果 が 得 ら れ た 。 図 5 は

80za の 結 果 を 示 す 。 造 船 工 業 な ど で 採 用 さ れ て い る 片 面 溶 接 で も 後行 電 極 に レ ク ト ロ
ード

を 適 用 す る と ，溶 込 み が 浅 く溶 着 蚤 の 多 い 特 徴 が 生 か さ れ 厚 板 の 溶 接 が 2 電 極 で 施 工 で き

る こ と と な る 。 そ の 他 多 層 溶 接 や
，

、 形 突 合 せ 溶 rk、・z つ い て も 黙 を 行吃た の で 報 告 す る 。
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図 4 　 レ ク ト ロ
ー ド法に よ る 突合 せ 継手 溶接速 度
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　 図 5 　 板 厚 80ma レ ク ト ロ
ー

ド 2 電 極

　 　 　 　 両 面
一

層 溶 接 の マ ク ロ 組 織
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